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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

 

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第26期
第２四半期連結
会計期間

第25期

会計期間

自　平成20年
　　　７月１日
至　平成20年
　　　12月31日

自　平成20年
　　　10月１日
至　平成20年
　　　12月31日

自　平成19年
　　７月１日
至　平成20年
　　６月30日

売上高 (千円) 2,770,6191,671,2796,695,829

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) 19,345 △8,877 403,898

四半期(当期)純利益
又は四半期(当期)純損
失(△)

(千円) 38,976 15,931 △5,873

純資産額 (千円) ― 4,011,8474,082,310

総資産額 (千円) ― 4,831,2745,133,844

１株当たり純資産額 (円) ― 16,256.6416,542.17

１株当たり四半期
(当期)純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(円) 157.94 64.56 △23.80

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 83.0 79.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 79,874 ― 971,256

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △68,381 ― 64,599

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △121,340 ― △123,313

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,425,9461,532,819

従業員数 (名) ― 274 275

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　 ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第25期は、潜在株式は存在するものの１株当た

り当期純損失であるため記載しておりません。また、第26期第２四半期連結累計(会計)期間は、潜在株

式が存在していないため記載しておりません。

　　　 ３　従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

 平成20年12月31日現在

従業員数(名) 274

(注) 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、常用パートを含んでおります。）であります。

 

(2) 提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数(名) 259

(注) 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、常用パートを含んでおります。）であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

カードビジネスのフロント業務 488,721

システムソリューション業務 406,545

セキュリティシステム業務 94,392

合計 989,659

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

カードビジネスのフロント業務 407,851 737,119

システムソリューション業務 332,780 737,984

セキュリティシステム業務 229,645 144,675

合計 970,277 1,619,779

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとお

りであります。
 

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

カードビジネスのフロント業務 926,272

システムソリューション業務 551,952

セキュリティシステム業務 193,054

合計 1,671,279

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

 

相手先

当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

イオンクレジットサービ
ス㈱

321,744 19.25

㈱エヌ・ティ・ティ・
データ

246,242 14.73

㈱大和総研 170,541 10.20

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　（1）経営成績の分析

　　　 当社の企業集団は、当社、子会社３社で構成されており、ソフトウェアの開発、販売、保守とハード

ウェアの販売を主な事業内容としています。

　　　 当第２四半期連結会計期間においては、世界的な金融危機の影響による国内経済の悪化が一層深刻

化し、当社の主要な事業領域であるクレジットカードや証券、金融の各業界においてもシステム投

資が抑制され、事業環境はより厳しさを増しています。

　　 　このような状況ながら、当社においてはクレジットカード会社、証券会社、信託銀行等、既存の顧客

を中心にシステム開発案件の受注活動を積極的に展開しました。

　　 　その結果、当第２四半期連結会計期間においては、売上高1,671百万円となりました。

しかし、当第２四半期連結会計期間に予想していた当社製「FACE」及び「ACE Plus」パッケージ

システムの売上が当第２四半期連結会計期間以降に延期になったことや、セキュリティシステム

業務の売上が予想に対して低い水準に留まったこと等により、経常損失は、8百万円、四半期純利益

は、15百万円となりました。

 

　　 当第２四半期連結会計期間における各セグメント別の状況は以下のとおりです。

 

　　 ・カードビジネスのフロント業務
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　　　 　カードビジネスのフロント業務においては、当社の主要顧客であるクレジットカード会社からの

システム開発受託及びシステム保守並びに「NET+１」パッケージ販売やASPサービス提供、ハー

ドウェア販売等により、当第２四半期連結会計期間の売上高は926百万円、営業利益は235百万円

となりました。

 

　　 ・システムソリューション業務

　　　 　システムソリューション業務においては、当社の主要顧客であるクレジットカード会社、証券会

社、信託銀行等からのシステム開発受託及びシステム保守並びにクレジット決済ネットワーク

接続パッケージ「FEXICS」販売等により当第２四半期連結会計期間の売上高は551百万円、営

業利益は36百万円となりました。

 

　　 ・セキュリティシステム業務

　　　 　セキュリティシステム業務においては、内部情報漏洩対策システム「CWAT」の販売及び保守並び

にセキュリティ製品の販売等により当第２四半期連結会計期間の売上高193百万円、営業損失は

84百万円となりました。

 

　　　 　なお、前年同期比較に関する情報については、前年が四半期開示制度導入前のため記載は省略して

おります。

 

　（2）財政状態の分析

　　 （資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ302百万円減少

し、4,831百万円になりました。これは主に、現金及び預金107百万円、受取手形及び売掛金232百

万円の減少によるものであります。

 

　　 （負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ232百万円減少

し、819百万円になりました。これは主に、未払法人税等76百万円及び事業所閉鎖損失引当金85百

万円の減少によるものであります。

 

　　 （純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ70百万円減

少し、4,011百万円になりました。これは主に、利益剰余金84百万円の減少によるものでありま

す。

 

　（3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,425百万円となり、第１四半期

連結会計期間末に比べて、52百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は以下のとおりであります。

 

　　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、18百万円の収入と

なりました。これは主に、売掛債権の増加額146百万円がありましたが、たな卸資産の減少額254百

万円があったためであります。

 

　　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）
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当第２四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、37百万円の支出と

なりました。これは主に、敷金保証金の返金による収入32百万円がありましたが、投資有価証券の

取得額10百万円、有形固定資産取得額27百万円及び無形固定資産取得額12百万円があったためで

あります。

 

　　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、54百万円の支出と

なりました。これは主に、配当金の支払による54百万円の支出があったためであります。

 

　（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

 

　（5）研究開発活動

　　　 当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は204百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の

新設、除却等について、重要な変更はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,053,600

計 1,053,600

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 263,400 263,400
ジャスダック
証券取引所

―

計 263,400 263,400 ― ―

(注)　単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 263,400 ― 843,750 ― 559,622
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(5) 【大株主の状況】

  平成20年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

安達　一彦 横浜市港南区 30,320 11.51

ステート　ストリート　バンク　ア
ンド　トラスト　カンパニー　
505104
(常任代理人　㈱みずほコーポ
レート銀行兜町証券決済業務室)

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
 
(東京都中央区日本橋兜町６－７)
 

15,796 6.00

溝田　元一 東京都千代田区 5,616 2.13

モルガンスタンリーアンドシー
オーインコーポレーティド
(常任代理人　シティバンク銀行
㈱)

1585　BROADWAY　NEW　YORK　NY　10036
U.S.A.
(東京都品川区東品川２－３－14)
 

4,635 1.76

インテリジェントウェイブ従業
員持株会

東京都中央区新川１－21－２　茅場町タワー 4,259 1.62

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内１－６－６
日本生命証券管理部内

2,400 0.91

西野　秀樹 横浜市緑区 2,081 0.79

センチュリー・リーシング・シ
ステム㈱

東京都港区浜松町２－４－１ 2,038 0.77

㈱三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,000 0.76

㈱みずほ銀行
(常任代理人　資産管理サービス
信託銀行㈱)

東京都千代田区内幸町１－１－５
(東京都中央区晴海１－８－12　晴海アイラ
ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟)

2,000 0.76

計 ― 71,145 27.01

(注)　１　上記のほかに、自己株式16,618株（6.31％）を保有しております。

　　　　２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　　㈱みずほ銀行（証券投資信託口）　　　199株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成20年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　16,618

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　246,782 246,782 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 263,400 ― ―

総株主の議決権 ― 246,782 ―

 

② 【自己株式等】

  平成20年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社インテリジェン
トウェイブ

東京都中央区新川１-21-
２

16,618 ― 16,618 6.31

計 ― 16,618 ― 16,618 6.31

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
　７月

 
　８月

 
　９月

 
　10月

 
　11月

 
　12月

最高(円) 19,10027,30026,78019,77018,70015,900

最低(円) 15,53016,19018,78013,17014,93014,400

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　　なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び当第２四半期

連結累計期間（平成20年７月１日から平成20年12月31日まで）については、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣府令第50号）

附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用してお

ります。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年　

10月１日から平成20年12月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成20

年　12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人により四半期レビューを受けて

おります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,427,648 1,534,841

受取手形及び売掛金 882,472 1,115,032

たな卸資産 ※１
 339,104

※１
 313,680

その他 350,697 371,087

貸倒引当金 △11,700 △14,710

流動資産合計 2,988,221 3,319,932

固定資産

有形固定資産 ※２
 424,581

※２
 418,290

無形固定資産 173,091 159,618

投資その他の資産

投資有価証券 581,743 533,335

その他 762,896 830,435

貸倒引当金 △99,260 △127,768

投資その他の資産合計 1,245,379 1,236,002

固定資産合計 1,843,052 1,813,911

資産合計 4,831,274 5,133,844

負債の部

流動負債

買掛金 285,159 324,191

未払法人税等 29,058 105,242

賞与引当金 2,807 －

役員賞与引当金 9,698 10,954

受注損失引当金 － 7,500

事業所閉鎖損失引当金 － 85,790

その他 288,571 372,285

流動負債合計 615,295 905,963

固定負債

退職給付引当金 153,328 98,352

役員退職慰労引当金 49,057 46,617

その他 1,744 600

固定負債合計 204,131 145,569

負債合計 819,426 1,051,533
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 843,750 843,750

資本剰余金 568,778 568,778

利益剰余金 3,847,140 3,931,555

自己株式 △1,280,609 △1,280,609

株主資本合計 3,979,058 4,063,473

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 58,922 44,056

為替換算調整勘定 △26,134 △25,220

評価・換算差額等合計 32,788 18,836

純資産合計 4,011,847 4,082,310

負債純資産合計 4,831,274 5,133,844
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 2,770,619

売上原価 1,801,697

売上総利益 968,921

販売費及び一般管理費 ※１
 936,784

営業利益 32,137

営業外収益

受取利息 1,861

受取配当金 370

その他 3,914

営業外収益合計 6,145

営業外費用

コミットメントフィー 2,738

為替差損 15,546

その他 652

営業外費用合計 18,936

経常利益 19,345

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,950

匿名組合投資利益 16,337

事務所閉鎖損失引当金戻入益 42,610

特別利益合計 68,898

特別損失

過年度退職給付費用 13,021

その他 6,117

特別損失合計 19,139

税金等調整前四半期純利益 69,104

法人税、住民税及び事業税 381

法人税等調整額 29,746

法人税等合計 30,128

四半期純利益 38,976
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 1,671,279

売上原価 1,189,871

売上総利益 481,407

販売費及び一般管理費 ※１
 463,882

営業利益 17,524

営業外収益

受取利息 681

受取配当金 370

その他 2,187

営業外収益合計 3,238

営業外費用

為替差損 27,963

コミットメントフィー 1,319

その他 357

営業外費用合計 29,640

経常利益 8,877

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,971

事務所閉鎖損失引当金戻入額 42,610

特別利益合計 46,581

特別損失

過年度退職給付費用 2,398

その他 845

特別損失合計 3,244

税金等調整前四半期純利益 34,460

法人税、住民税及び事業税 △33,266

法人税等調整額 51,795

法人税等合計 18,528

四半期純利益 15,931
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 69,104

減価償却費 43,926

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31,518

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,807

受注損失引当金の増減額（△は減少） △7,500

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,255

事業所閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △85,790

退職給付引当金の増減額（△は減少） 54,976

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,440

受取利息及び受取配当金 △2,231

コミットメントフィー 2,738

匿名組合投資損益（△は益） △16,337

投資有価証券評価損益（△は益） 3,718

売上債権の増減額（△は増加） 216,185

たな卸資産の増減額（△は増加） △25,423

仕入債務の増減額（△は減少） △41,760

その他 △36,727

小計 147,352

利息及び配当金の受取額 1,781

コミットメントフィーの支払額 △2,193

法人税等の支払額 △67,065

営業活動によるキャッシュ・フロー 79,874

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △10,730

有形固定資産の取得による支出 △34,407

無形固定資産の取得による支出 △40,619

敷金及び保証金の差入による支出 △12,718

敷金及び保証金の回収による収入 32,146

保険積立金の積立による支出 △9,032

その他 6,980

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,381

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △121,340

財務活動によるキャッシュ・フロー △121,340

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △106,873

現金及び現金同等物の期首残高 1,532,819

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,425,946
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

　　　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

①  棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

  「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９

号）

を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による

簿価切下げの方法）に変更しております。

　　これに伴う、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。

　　なお、セグメント情報に与える影響はありません。
 

②  連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

  「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平

成18年５月17日　実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用しております。

　　これに伴う、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純損益に与える影響はありません。

　　なお、セグメント情報に与える影響はありません。
 

 

【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。
 

３　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降の経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。
 

 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
 

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

※１　棚卸資産の内訳

商品 1,657千円

仕掛品 327,564千円

貯蔵品 9,882千円

　

※１　棚卸資産の内訳

商品 2,788千円

仕掛品 299,826千円

貯蔵品 11,066千円

　

※２ 有形固定資産の減価償却累計額　  　315,999千円

 

※２ 有形固定資産の減価償却累計額　  　325,101千円

 

３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行３行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。なお、当座貸越極度額及び貸出

コミットメント契約の総額及び当連結会計年度末の

借入未実行残高は2,800,000千円であります。

３　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀

行２行と当座貸越契約及び貸出コミットメント契約

を締結しております。なお、当座貸越極度額及び貸出

コミットメント契約の総額及び当連結会計年度末の

借入未実行残高は1,800,000千円であります。

 

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 221,708千円

研究開発費 204,966千円

賞与引当金繰入額 774千円

役員賞与引当金繰入額 7,357千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,877千円
　
 

第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主たるもの

給与手当 111,819千円

研究開発費 81,064千円

賞与引当金繰入額 438千円

役員賞与引当金繰入額 3,168千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,438千円
　
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,427,648千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,702千円

現金及び現金同等物 1,425,946千円
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 (株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年７

月１日　至　平成20年12月31日）

 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 263,400

 

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,618

 

３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年９月25
日
定時株主総会

普通株式 123,391 500平成20年６月30日平成20年９月26日利益剰余金

 

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。
 

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

 

カードビジネ
スのフロント
業務
(千円)

システムソ
リューション
業務
(千円)

セキュリティ
システム業務
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

926,272551,952193,0541,671,279 ― 1,671,279

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― (―) ―

計 926,272551,952193,0541,671,279 ― 1,671,279

営業利益又は営業損失
（△）

235,37136,600△84,021187,951(170,426)17,524

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　 ２　各区分の主な製品

　　　　(1)　カードビジネスのフロント業務

　　　　　　 　クレジットシステム自社開発パッケージ「NET+１」によるクレジットネットワークシステム及び集配信

システムの提供

　　　　(2)　システムソリューション業務

　　　　　　 　クレジットカード不正利用検知システム「ACE Plus」製品の販売、銀行・証券会社における市況情報配信

システム「FACE」製品の販売、通信ミドルウェア「RIX」（自社製品）及び海外製品の販売技術支援

　　　　(3)　セキュリティシステム業務

　　　　　　 　内部情報漏洩対策システム「CWAT」製品の販売

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日)

 

カードビジネ
スのフロント
業務
(千円)

システムソ
リューション
業務
(千円)

セキュリティ
システム業務
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高       

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

1,630,412785,998354,2082,770,619 ― 2,770,619

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― (―) ―

計 1,630,412785,998354,2082,770,619 ― 2,770,619

営業利益又は営業損失
（△）

529,24338,642△196,788371,097(338,960)32,137

(注) １　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　 ２　各区分の主な製品

　　　　(1)　カードビジネスのフロント業務

　　　　　　 　クレジットシステム自社開発パッケージ「NET+１」によるクレジットネットワークシステム及び集配信

システムの提供

　　　　(2)　システムソリューション業務

　　　　　　 　クレジットカード不正利用検知システム「ACE Plus」製品の販売、銀行・証券会社における市況情報配信

システム「FACE」製品の販売、通信ミドルウェア「RIX」（自社製品）及び海外製品の販売技術支援

　　　　(3)　セキュリティシステム業務

　　　　　　 　内部情報漏洩対策システム「CWAT」製品の販売

EDINET提出書類

株式会社インテリジェント　ウェイブ(E05191)

四半期報告書

22/27



【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第２四半期連結累

計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年12月31日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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 (１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
 

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

  

 16,256.64円

  

 16,542.17円

 

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 157.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
 

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 38,976

普通株式に係る四半期純利益(千円) 38,976

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 246,782

 

第２四半期連結会計期間
 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 64.56円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎
 

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 15,931

普通株式に係る四半期純利益(千円) 15,931

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 246,782
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２ 【その他】

　　 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成21年２月９日

株式会社インテリジェント ウェイブ

取締役会　御中

三優監査法人

 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士　　髙　瀬　　敬　介　　　印

 

業務執行社員  公認会計士　　岩　田　　亘　人　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社インテリジェント ウェイブの平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の

第２四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第２四半期連結累計期間

(平成　20年７月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借

対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを

行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社インテリジェント ウェ

イブ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期

間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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